
札幌の植物を見直そう
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札幌は農学校以来の長い歴史を通 じ諸先輩が北

海道植物研究の拠点 としてきたばか りに、地元の
の

フロラなど今更の感が、いつ しか社会通念 とな り

盲点の まま今 日に至ってい るのではあるまいか。

これは札幌へ転入したこの4月 か ら市内各地 を歩

き回った私の実感である、,本会準備世話入会(4

月27目)の 折、設立の趣旨の中で 「林L幌 の植物"

さえいまだ出ていない」 とつぶやかれた伊藤会長

は、っとに この点を痛感 してお られたので しょう。

ここでは中央区の円山 と北区を ・一例 として 目にっ

いた興味あるい くつかを紹介することとした。

春の円山… …ユ リワサ ビ(あ ぶ らな科)、 ヒメ

ニ ラ(ゆ り科) 、 イヌノフグ リ(ご まのは ぐさ科)。

北側 にまだら状残雪があ る4月21日 、東斜面の裾

ではヨブスマソウ、オオ ハナウ ド、ニ リンソウ、

エゾ トリカブ ト、オオ ウバユ リなど夫々の スタイ

ルで苗を立て、エゾエ ンゴサク、キバナ ノアマナ

そ してエンレイソウはすでにほ ころびかけていた。

春の息吹を満喫 しなが ら少 しとるとこれ らの姿 は

消え、そのLの 方の ガラガラした石 ころが露 出 し

た所に2～3の 小 さな緑色班が目にっいた。近 よ

った らそれはユ リワサ ビで、すでにつぼみ を用意

していた。 これで本種の分布が胆振地方 よ りさ ら

に北Lし ていることを知 った。 ヒメニ ラに出合 っ

たのはこの数 日後、南東 に面 した平地 との境 目を

歩いているときであ った。ほぼ50cm四 方 にか たま

りこ'っそり生 え、細長い2枚 の葉の問か ら柄を伸

ば しその先に小 さな白っぽい花をつけていた。他

地方同様 ここで もすべて雌花であ った。本種は十

勝や釧路地方 にもあるとい う。

うれ しか ったのはイヌノフグ リとの出会 いであ

る。専門書 には北海道 も分布域 に入 っているため、

あの ピンクのめんこい花を懐か しみ、道南 へ出か

けるときはいつ も狙 っていた ものの空振 りに終 っ

ていた。自然の舞台はすでに夏へ移 りつつ あ った

6月11日 、東側か ら林床へ 一歩入 ろうと したとき、

オオイヌノフグリにしてはおか しいそと手 に した

らなんとそれであった。 もう花はな く、ふ くれ た

多 くの果実をつけていた。道内の他の仲間 は3種 、

いずれ も帰化品でオオイヌノフグ リとタチ イヌノ

フグ リは各地に、そ して フラサバ ソウは伊 達 にあ
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る、,

夏 の北区… コウモ リカズ ラ(つ づ らふ じ科)、

ヒロハ ヒルガオ(ひ るがお科)、 ゴキヅル(う

り科)、,コ ウモ リカズラは 茎は左巻 き、 一ド方は木

質化 し越冬す る雌雄別株のつ る草で、!0数 年前 卜

勝の本別で 出会 ったにす ぎない稀な種類 と思 ・、て

いたし:)に、ここでは考く田の畔や防風林 などにあり

珍 しい存在ではない。円山や西区で ち見ているの

で市内に広 ・く分4∫す るのであろう.化 大植物園の

棄北隅に茂 のフェンスにか らみっいているの も自

生であろうっ6月 に咲 くが道内で1=よ実れないのか

ついに果実は発見で きなか った.炎 天 ドの花が目

につきやすい ヒロハ ヒルガオは全道各地にある も

ののいずれ も点在的 であ る。 しか しここでは乾燥

化か進んだ泥炭地に群が りオオ ヨモギ、セイタカ

アワダチソウなどに覆いかぶさるほどはび こって

いる。周知のよ うに ヒ'レガオとコヒ・レガオは実 り

が悪いの に、本種は群生 の場合は別と して鈴な り

の 果実をつけている。白と ビンクの株がふつ うに

あ り後者の場合、長い三角状の葉を確認 しない限

りヒルガオと誤認 しやすい。

同 じつる草で もゴキヅルは巻ひげでか らみ つ く

し、1年 草で水湿地にあ る。はっき りして いる自

生地は道内では 日高と胆振であり、後者の 白老で

みる限 り個 体数が少 なく探 すの に苦心 する。 とこ

ろが ここの沼や流れの縁には群生 しヨシやヤ ナギ

にはいLり 花は小さ くほ とん ど目につかないのに

果実はだ「「1体で約2cm長 と大きく、ぶ ら下 り秋に

横真 二っに割れ種 子2個 を水 に散 らす変 りもので

ある。

今後何が出て くるか楽 しみであ る。

庫 ム烹}

A

A


